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夢と希望がかなえられる神戸へ 

 

 

 

 
 

 

 

７月２日 兵庫県知事選選挙 

兵庫県政が変われば、 

神戸でも、こどもの医療費無料へ大きく前進します！ 

「市民に約束する『公約』。守るべきもの

ではないのか。」－5月 25日の神戸新聞が

1面で、久元市長のこどもの医療費無料化

の「公約撤回」を大きく報道(下図)。 

 

 久元市長は「限られた財源の中で持続

可能な制度とするため、利用者の自己負 

担を求める」としています。一方、高校

卒業まで無料にする小野市の市長は市民

の意識は高く医療費は増えていない」と

しています。 

 神戸新聞の記事は「公約と現実の行政

を見比べる有権者の『目』も試される」

と結んでいます。 


